
  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●寒い時期なので、温かい汁物や季節の食品をできるだけ多く取り入れるように

しました。特に日本の食文化について考える献立を取り入れました。 

 

●行事食『和食の日』 ２０日（木）実施 

 ごはん さばの塩焼き 治部煮 みそ汁 牛乳 

 １１月２４日は和食の日です。「いい日本食」の語呂合わせから「和食」文化を

守り、伝えていくことの大切さを考える日として「和食の日」となりました。 

 

●新献立『治部煮』 ２０日（木）実施 

 とり肉と季節の野菜を使った石川県の郷土料理です。かつお節でとっただしに、

片栗粉をまぶしたとり肉や油ふを入れた、とろみのある煮物です。 

 

●新献立『豆乳中華スープ』 １４日（金）実施 

 中華味のスープに豚肉と野菜を入れて、白みそで味つけをしました。豆乳を加

え、まろやかで優しい味わいのスープに仕上げています。 

  

●新製品『油ふ』 

 「ふ」は鎌倉時代に中国から伝わったといわれ、日本各地の様々な料理に使われ

てきました。油ふは油で揚げて作られます。香ばしく、料理にコクが出るのが特徴

です。 

 

●季節の食品 

ごぼう さつま芋 里芋 じゃが芋 大根 チンゲン菜 長ねぎ にんじん 

白菜 ほうれん草 みかん りんご さけ さば のり 

の献立 
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11 月 24 日は和食の日です。２０１３年に「和食；日本の伝統的な食文化‐」はユネスコ無

形文化遺産に登録されました。無形文化遺産は、芸能や伝統工芸技術などの形のない文化を保護

するために発効されるものです。 

和食も目に見える形では残りません。私たちが日々の食生活を通じて未来へと伝えていくこと

で、和食のよさが守られていきます。 

11月28日に自校献立を行います。3年生が総合的な学習の時間の中で、南菅小学校全体が、

40 周年をお祝いする気持ちになれるように、そしてはっぴーで健康になるように考えたもので

す。詳しい内容は、来月の給食だよりでお知らせします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2年生 学活 いろいろたべよう パート 2 

９月１６日に2年生で「いろいろたべよう」という授業を行いました。食べ

物には、３つのはたらきのグループがあること、元気にすごすためには、３つ

のはたらきのグループをバランスよく食べることが大切であることを学びまし

た。2年生の保護者の皆様、ワークシートへのコメントのご協力ありがとうご

ざいました。子どもたちの感想と、保護者の方からのコメントを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあてをがんばってやりました。

べんきょうしてから、赤とみどり

と黄の食べものをバランスを考

えながら食べることができまし

た。 

うんどうかいでかつやくで

きるように、たくさんのえい

ようをとって、体を作って

ね！みどりの食ざいは、とて

も体によくて、うんどうかい

でかつやくできるえいよう

だから、たくさんとってね。 

いろいろなグループをたくさ

ん食べて、べんきょうにしゅ

うちゅうできるようになりま

した。 

にがてな食べものもあっ

たけれどかんしょくして

食べました。 

がんばって食べていてすばら

しいです。たべもののはたら

きはおもしろいので覚えてく

ださい。またいっしょにやさ

いを作りましょう。 

1 年生のときよりすききら

いもすくなくなってきたし、

食べられるりょうがとても

おおくなりました。このちょ

うしで、いろいろなものをた

くさん食べられるようにが

んばりましょう。 

日本のだしは、お吸い物やみそ汁、

野菜の煮物などの和食のベースにな

る重要なものです。 

給食では、こんぶとかつお節でだ

しをとっています。みそ汁のときは、

こんぶとかつお節の合わせだしです

が、けんちん汁の時はかつお節のみ

など、献立によって使い分けていま

す。 

さまざまな和食で使われる、美味

しいだしを味わいましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 わたしたちは食事
しょくじ

からエネルギーや栄養素
えいようそ

を補給
ほきゅう

して、成長
せいちょう

したり

活動
かつどう

したりしています。それは自然
しぜん

の恵
めぐ

みをいただいているということ

です。命
いのち

をいただくことへの感謝
かんしゃ

の心
こころ

をもって食
た

べましょう。 

 

 

 

日本
にほん

は、南北
なんぼく

に長
なが

く、海
うみ

、山
やま

、里
さと

と様々
さまざま

な自然
しぜん

が広
ひろ

がっています。そのため、各地
かくち

で地域
ちいき

に根差
ね ざ

した、たくさんの食材
しょくざい

が使
つか

われています。 

 

 

一汁
いちじゅう

三菜
さんさい

を基本
きほん

とする日本
にほん

の食事
しょくじ

スタイル

は理想的
りそうてき

な栄養
えいよう

バランスと言われています。ま

た、「うま味
み

」を上手
じょうず

に使
つか

うことで、日本人
にほんじん

の

長寿
ちょうじゅ

や肥満
ひまん

防止
ぼうし

に

役立
やくだ

っています。 

 

 食事
しょくじ

の場
ば

で自然
しぜん

の美
うつく

しさや四季
し き

の移
うつ

ろいを

表現
ひょうげん

することも特徴
とくちょう

の一
ひと

つです。和菓子
わ が し

や

野菜
やさい

の飾
かざ

り切
ぎ

り、季節
きせつ

の花
はな

や葉
は

などで料理
りょうり

を飾
かざ

りつけたりするこ

とで季節感
きせつかん

を楽
たの

し

みます。 

 

 日本
にほん

の食
しょく

文化
ぶんか

は、年中行事
ねんちゅうぎょうじ

と密接
みっせつ

にかか

わって育
はぐく

まれてきました。自然
しぜん

の恵
めぐ

みである

「食
しょく

」を分
わ

け合
あ

い、食
しょく

の時間
じかん

を共
とも

にすること

で、家族
かぞく

や地域
ちいき

との絆
きずな

を深
ふか

めてきました。 
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こんなにすてきなことがたくさんある和食
わしょく

ですが、

給 食
きゅうしょく

では残
のこ

りが多
おお

い日
ひ

もあります。（みそ汁、 

さばの塩やき、五目豆など…） 

みんなが一口
ひとくち

でも食
た

べることで、自分
じぶん

も健康
けんこう

になり、

和食
わしょく

のおいしい味
あじ

を覚
おぼ

えて、未来
みらい

でも和食
わしょく

が食
た

べら

れるようにしたいですね。 


